










要約  ネフローゼ症候群は 4人に 1人が 15 歳以降まで carry over した。治療法を含め予

後に関連する因子は見い出せなかったが、 シクロスポリンに再発予防効果が認められた。

IgA 腎症は小児の腎疾患の中で最も多く、小児期にも数％が腎不全に進行するが、ステロ

イド・抗凝固薬療法の導入を境に腎不全の頻度が著しく低下した。膜性増殖性糸球体腎炎

は予後が不良な腎炎であるが、長期のステロイド療法が効果的であった。小児慢性腎疾患

が腎不全へ進行する組織学的因子として、尿細管・間質病変およぴ糸球体硬化病変が関係

していた。また、腎尿路奇形も腎不全に至る率が高く、早期発見・早期治療が望まれる。


